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朝鮮半島統一成功の会（PSCORE: People for Successful COrean REunification）
[bookmark: _8wv7iuyvzhpb]2025年6月


[bookmark: _tzx2lddnz000]朝鮮半島統一成功の会（PSCORE）の紹介
　朝鮮半島統一成功の会（以下、PSCORE）は、2006年に設立されたソウルを拠点とするNGOであり、北朝鮮における人権促進に取り組んでいる。19年以上にわたる経験と2,500人以上の北朝鮮脱北者との関わりを基に、PSCOREは調査と報告書人権侵害（障害のある人にかかわるものを含む）を記録してきた。PSCOREには二つの主要な目的がある： 
1 北朝鮮の人権問題に対する国際的な関心と理解を高め、南北協力の促進を図るとともに、脱北者の専門的能力を育成する。
2 多様なテーマに関する議論の場を提供することで、朝鮮半島統一に対する潜在的なバリアに対処する。
　本報告は、PSCOREの専門知識と直接得た証言に基づき、朝鮮民主主義人民共和国（北朝鮮、DPRK: Democratic People’s Republic of Korea）の障害者権利条約（CRPD: Convention on Rights for Persons with Disabilities　以下、条約。）の実施状況に関する情報を提供するため、障害者権利条約委員会（以下、委員会）第33回会期に提出される。
[bookmark: _lrckqppgpieh]
概要
　北朝鮮は「障害のある人から提出された苦情や請願を検討・審議するための、よく整備された国家システム」を主張している。しかし、普遍的定期審査（UPR: Universal Periodic Review）と条約のメカニズムを通じて北朝鮮から報告された情報は、北朝鮮の障害のある人の実態と相反している。本報告で特定された主な欠損部（gap）と課題は以下の通りである：
(1) 搾取、虐待からの自由（条約第16条）： 国家が虐待はないと主張するのに反して、証言によれば障害のある人は暴力、虐待、社会的排除に直面している。
(2) インクルーシブ教育（第24条）： 一部の取り組みはあるが、北朝鮮の多くの障害のある子どもは質の高い教育への平等なアクセスを欠いている。
(3) 保健医療とリハビリテーション（第25条　訳注　条約第25条は「健康」で、「リハビリテーション」は第26条である。本来は、（第25、26条）とすべきと思われる。）： 障害のある人は適切な医療ケアや支援サービスを受ける上でバリアに直面している。
(4) 生活水準及び社会的な保障（第28条）： 障害のある人は最も脆弱な立場にあり、社会的支援が最小限で貧困状態にあることが多い。PSCOREの提出資料は、これらの各分野について文書化された証拠を提供する。これは北朝鮮の公式政策の背後にある現実を示す個人の証言を含んでいる。
　最後に、PSCOREは委員会の審議に向け、北朝鮮の障害のある人の権利をより良く保護するための的を絞った提言を示す。
[bookmark: _t1xn39xo41eq]
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1　方法
　「北朝鮮の初回報告の背景」の項では、障害のある人の権利に関する北朝鮮の最新動向を反映した最新の政策をまとめている。特に、国の人権制度（national human rights institutions）や規範の実施に注目した。条約違反は、国連の条約遵守メカニズム及び北朝鮮脱北者（障害のある人を含む）の証言データから示唆されている。PSCOREは同国の現状を明確に把握するため、最近の脱北者と障害のある人へのインタビューを実施した。これらのインタビューの一部は、障害のある人の権利啓発に注力する脱北者主導団体「サニーピクチャーズ（Sunny Pictures）」との連携により実施された。本報告における提言は、北朝鮮政府による支援不足に関する脱北者からの直接的な懸念を反映している。PSCOREは、北朝鮮の障害のある人の実態と権利に関する総合的な理解を提供することを目的としている。
（訳注　サニーピクチャーズ（Sunny Pictures Inc.）は、北朝鮮の人権問題や脱北者の実態調査・研究、ドキュメンタリー制作等を行う民間調査機関、シンクタンク。ソウルを拠点としている。） 
[bookmark: _do4elceq3rj7]
2　北朝鮮の初回報告（2018年）の背景
　北朝鮮は2016年11月23日に条約を批准した。同国の初回報告は2018年12月19日に委員会に提出された。報告書には、2014年と2017年の2回の調査から収集された障害のある人の統計が含まれていた。これらの調査報告によれば、2005年制定の障害者保護法（LPPD: Law on the Protection of the Persons with Disabilities）第2条で引用された基準に基づけば、北朝鮮の人口の6.2％が障害を認定されていることが示された。この提出を受けて、2022年を通じて市民社会組織（Civil Society Organization）からの情報報告が提出された。その結果、北朝鮮は2023年9月27日に障害者保護法を「障害者権利保護促進法（Law on Protection and Promotion of the Rights of the Persons with Disabilities）」に改正した。この新法の実施状況を示すため、北朝鮮は2024年3月18日に事前質問事項への回答を提出した。北朝鮮は「障害のある人から提出された苦情や請願を検討・審議するためのよく整備された国家システム」を挙げている。しかし北朝鮮は条約の選択議定書を批准していない。最後に、北朝鮮は2024年普遍的定期審査サイクルでの勧告130.143を拒否した。この勧告は「障害のある人などの社会的に阻害された（marginalized）集団に対する教育の強化と栄養不良への対応」を目的として含めていた。（訳注　勧告130.143は、国連人権理事会第58回会期の作業部会報告での勧告）この拒否は、条約第25条（健康）と第28条（相当な生活水準と社会的保障）に反するものである。

3　障害のある人の権利侵害
[bookmark: _lpsh0wrw2sql][bookmark: _43jukrurkbnf][bookmark: _iqrhnodq54v3]3.1.　搾取、暴力及び虐待からの自由（第16条）
　北朝鮮は、障害のある人に対するこのような品位を傷つける扱いも、意図的な権利侵害もなかったと報告している[footnoteRef:1]。しかし、障害のある北朝鮮脱北者たちの証言は、社会的参加と平等を妨げる虐待が継続していることを明確に証明している。 [1:  CRPD/C/PRK/RQ/1. 第84項、第92項。] 

[bookmark: _wytmnoam3s5e]3.1.1.　暴力的な思想や行為に対する予防措置
　北朝鮮からの脱北者は、（北朝鮮では）社会的な認識が依然として欠如しており、家庭内外を問わず、障害のある人に対する搾取、暴力、虐待の事例が増加していると証言している。
「北朝鮮の障害のある人たちは人間として保護されておらず、平等な条件で生活していない」[footnoteRef:2] [2:  2006年に脱北したチ・ソンホ（Ji Seong-ho　池 成浩）氏の証言。2024年、PSCOREによるインタビュー。] 

　暴言や蔑称の使用は依然として蔓延し、社会的に容認されている暴力形態であり、ある脱北者はこれを「日常茶飯事」のことと言っている[footnoteRef:3]。このような言葉遣いは障害のある人の非人間化を永続させる。 [3:  1995年に脱北した50歳前後の女性の証言。2023年6月、PSCOREによるインタビュー。] 

「大人たちが皆そう話すので、子どもたちは成長するにつれ、それが良い言葉に違いないと思うようになるのです。 時には、子どもとその親が私の家の前に立って、『ママ、ここが「ビョンシン（byeongshin）」（英語での「retard（バカ）」にあたる蔑称）の家？』とか『ママ、ビョンシンの家に行くって言ったけど、ここ？』と言うこともあった[footnoteRef:4]。」 [4:   2019年に脱北した60歳前後の女性の証言。2023年11月、PSCOREによるインタビュー。] 

　北朝鮮政府は、条約の条項と基準に関する認識を高めるため、法執行官向けの研修コースを実施していると回答した[footnoteRef:5]。しかし、強制移住などの政府公認の仕組みが障害のある人に対して広く行われていると報告されている。 [5:  CRPD/C/PRK/RQ/1、パラグラフ74.] 

「叔母と叔父は、[北朝鮮政府は]平壌で低身長症が蔓延するのを望まなかった、問題は結婚や子ども、遺伝を通じて広がることだったと言っていた。遺伝的にこれ以上低身長症が増えないよう、この状態の人々は互いに一緒に暮らすべきだと言い、彼らを全員、フェチャン（Hoichang　檜倉）郡のこの地域に配置したのだ。平壌に行くと、 障害のある人は一人もいない。」[footnoteRef:6] [6:  2002年に脱北したチャン・ジョンウォン（Jang Jong-won）氏の証言。2024年、PSCOREによるインタビュー。] 

　2023年に北朝鮮から脱出したある人は、低身長症の人が強制移住させられた指定郡が現在も存在することを確認し、障害に基づく隔離措置が継続されていることを示唆した。
「咸鏡南Hamgyongnam　ハムギョンナム）道金野（Geumya　クミャ）郡にある村で、200～300人の低身長症の人が共同生活しているのを目撃した。」[footnoteRef:7] [7:  2024年に脱北した40歳前後の男性の証言。2025年6月、PSCOREによるインタビュー。] 

　ある脱北者は、強制送還、刑務官による広範な拷問と虐待の暴力体験を報告している。
「障害のある人の扱いは元々酷かったが、飢饉後は飢餓という要素が状況をさらに悪化させた。そのため障害のある人は必然的に死亡し、我々はその現実を目の当たりにしている。私の場合、松葉杖を使って食料を求めて中国へ行ったが、北朝鮮に戻った際に逮捕され拷問を受けた。『この不具の者がまだ生きている』と言われ、国家の恥だと責め立てられたのだ。」[footnoteRef:8] [8:  2006年に脱北したチ・ソンホ（Ji Seong-ho　池 成浩）氏の証言。2024年、PSCOREによるインタビュー。] 

[bookmark: _gh2rzy5oz6sx]3.1.2.　労働条件
　北朝鮮は、障害のある人は比較的小規模な生産単位に配属されると述べている。彼らは1日4～5時間の生産労働に従事すると[footnoteRef:9]。しかし、ある脱北者は、一部の職場で障害のある人が過重労働と搾取を受けていると報告している。 [9:  CRPD/C/PRK/RQ/1、パラグラフ195.] 

「割り当てられた作業量を達成できないと、『同じものを食べて同じように生きているのに、なぜ仕事を終わらせられないのか？ それでも割り当てられた任務は完了させなければならない』と叱責された。夜通し働いても仕事を終わらせろと言われた。」[footnoteRef:10] [10:  2018年に脱北したチャン・グムヒ（Jang Geum-hee）氏の証言。2024年、PSCOREによるインタビュー。] 

　さらに、ある脱北者は、トルギョクデ（dolgyeokdae　突撃隊　大規模建設や経済プロジェクトのために動員される軍事・民間労働部隊。国家主導の大規模動員キャンペーンと関連することが多い）に関連する制度的な不平等について懸念を表明した。正規の兵役中に障害を負った個人には名誉退役軍人の地位が与えられる可能性があるが、トルギョクデ任務中に負傷または障害を負った者は、この地位に関連する恩恵から除外されている。
「脚の治療で入院中、[トルギョクデで]高所作業中に転落した男性が入院してきた（…）。彼の仕事は私的なものではなかった。トルギョクデとは名誉退役軍人同様、国家のために強制労働させられたことを意味する。兵士が負傷すれば名誉退役軍人と認められ国家給付を受ける。しかし彼は何も得られなかった。」[footnoteRef:11] [11:  2019年に脱北したイ・ミヨン（Lee Mi-young）氏の証言。2025年5月、PSCOREによるインタビュー。] 

[bookmark: _dxd5uakywmwq]3.1.3.　暴力のジェンダー的側面
　障害のある女性や少女は、家庭内暴力や繰り返される性的暴行などの虐待を今も訴え続けている。証言によれば、結婚生活での長期にわたる虐待に耐えることは、障害のある女性にとって特に一般的である。ある脱北者は、ポリオを患う女性として結婚生活で受けた虐待の経験をこう語る。
「彼らは私たちを、一緒に暮らすこと自体が大きな恩恵であるかのように扱い、しばしば暴力を振るいます。私は一日中働いて米を買うことを求められますが、同時に夫のために酒も持ち帰らねばなりません。酒を買わないと殴られるのです。」[footnoteRef:12] [12:  2018年に脱北したチャン・グムヒ（Jang Geum-hee）氏の証言。2024年、PSCOREによるインタビュー。] 

　彼女はまた、ポリオ障害のある別の女性とその夫の間でも全く同じ虐待体験があったと報告している。
「彼女の夫は健康で健常者でしたが、酒を買ってこないと殴りました。まるで彼女のせいであるかのように。足を掴んで逆さに吊るした状態で殴ったのです。なぜそんなに殴るのか尋ねると、『お前のような不具者（crippled）と一緒に住んでやっているんだから感謝しろ』と言われました。」[footnoteRef:13] [13:  2018年に脱北したチャン・グムヒ氏の証言。2024年、PSCOREによるインタビュー。] 

　家庭内暴力とレイプの両ケースにおいて、脱北者たちは自身の人権についての意識を高める支援がなかったので、虐待に囚われたと感じたことを報告している。ある脱北者は、性的暴力との長期にわたる闘いと支援不足が、家族内の課題を招いたと証言する。幼い頃から同級生にいじめられていたことを記憶している。成長後は頻繁に妊娠した。彼女には誰も手を差し伸べてくれなかったし、障害のある人として人権が保障される可能性を示唆してくれる支援機関もなかったと報告している[footnoteRef:14]。 [14:  2019年に脱北したパク・アリ（Park A-ri）氏（30歳前後）の証言。 2023年10月、 PSCOREによるインタビュー。] 

　さらに、北朝鮮の人権状況に関する報告では、障害のある嬰児殺害や強制不妊手術の事例が指摘されている[footnoteRef:15]。ある脱北者は自身の妊娠体験をこう語る。 [15:  オー（Oh）他（2021）。『北朝鮮人権白書』。韓国統一研究院（Korea Institute for National Unification）、pp.510-522。] 

「両親は『妊娠したら死ぬかもしれないから、病院に行って中絶しなさい。』と言いました。でも中絶が不可能だと言われたら、産むしかないのです。」[footnoteRef:16] [16:  40歳前後の女性の証言。2023年11月実施のインタビュー。 ] 

　これは、障害のある女性や少女に対する暴力について一般市民を教育するために、こうした行為の有害性に関する動画クリップや解説文書が使用されている、という北朝鮮の主張と矛盾している[footnoteRef:17]。  [17:  CRPD/C/PRK/RQ/1、パラグラフ96.] 

[bookmark: _l4yu4bhwe51c]
3.2.　教育（第24条）
　2024年12月、北朝鮮は2025年にスタートする障害のある人向け新教育支援システムへの投資計画を発表した。しかし、第24条は依然として実質的に実施されていない。
[bookmark: _jzol6tbai762]3.2.1.　人間の多様性と尊厳の尊重
　北朝鮮は複数の障害カテゴリーをインクルージョン対象にするために法文を改正したが、社会的場面における屈辱や嫌がらせを防止する措置は実施されていない。北朝鮮脱北者の報告によれば、人々は障害のある人が幼少期から直面する困難を無視している。
「背の低い障害のある人が多く、皆が単に子どもだと思い込んでいた。そのため多くの人々が彼らを見下す態度を取った。」[footnoteRef:18] [18:  2023年に脱北した30歳前後の女性の証言。2025年6月、PSCOREによるインタビュー。] 

　サニーピクチャーズの調査報告（2023年）によると、成人脱北者の87.1％が政府の障害者政策について聞いたことがなかった[footnoteRef:19]。  [19:  「障害認識調査報告書（Disability Perception Report）： 北朝鮮住民は障害のある人をどう認識しているか 。94事例からの洞察」、サニーピクチャーズ（Sunny Pictures）（2023年）。] 

「北朝鮮で障害者認定を受けたことはありません。障害者保護法についても聞いたことがありません。病院から受け取った唯一の診断書には『この者は労働不能な欠陥（deficiency）を有する』とだけ記載されていました。」[footnoteRef:20] [20:  2019年に脱北した60歳前後の女性の証言。2023年11月、PSCOREによるインタビュー。] 

　学校では障害のある人が認められていない。特に障害のある子どもはいじめのため、差別されることが多く登校を恐れている。 
「私はのけ者でした。皆が私を『不具者、不具者』と嘲笑していました。その言葉を聞くたびに泣き出し、皆が体育の授業で体育館に行く間、教室で一人残って掃除をしていました。外でスポーツができる同級生を羨ましく思い、一人で泣いていたことを覚えています。」[footnoteRef:21] [21:  2018年に脱北したチャン・グムヒ（Jang Geum-hee）氏の証言。2024年、PSCOREによるインタビュー。] 

[bookmark: _orbb16jb6s5p]3.2.2.　 精神的・身体的発達の機会
　北朝鮮の初回報告と朝鮮障害者保護連盟（Korean Federation for Persons with Disabilities）のフィマン（huimang　希望）ニュースサイトは、障害のある子ども向けの様々な教育・リハビリテーション制度を示している。しかし北朝鮮脱北者らの証言によれば、こうした障害児教育・リハビリセンターは収容能力が限られており、運営も不十分だという。
「平壌には障害児学校があるが、環境があまりに劣悪なため、多くの児童が脱走を試みる…児童を生かしておくだけの最低限の運営だ。」[footnoteRef:22] [22:  2023年に脱北した30歳前後の女性の証言。2025年6月、PSCOREによるインタビュー。] 

　さらに、北朝鮮は障害のある人向けの職業技術プログラムを提供していると報告している。しかしこれらのプログラムは極めて限られた規模で運営され、大学入試を受ける一貫した機会を提供できていないとされる。ある脱北者は、障害のある人が大学を卒業した場合の就職機会について懐疑的だと認めている。
「障害のある人が大学に行く理由などない。卒業後に新たな技能を活用したり、実際に出世したりする機会がないのなら、何の意味があるというのか？」[footnoteRef:23] [23:  2024年に脱北した40歳前後の男性の証言。2025年6月、PSCOREによるインタビュー。] 

　学校の能力と発展に関する問題は、障害のある人が直面する教育上の構造的バリアと技術的バリアの両方を浮き彫りにしている。 
[bookmark: _c7602zl9nfcz]
3.3.　健康（第25条）
　北朝鮮の現行の医療制度は、医療へのアクセスを十分に満たせていない。その結果、COVID-19パンデミック以降、数多くの人の健康状態が悪化している。
[bookmark: _7bhs4ctc8g7m]3.3.1.　医療の経済的負担
　北朝鮮は、自国の法律や社会主義憲法で規定されている適切な医療・リハビリテーションサービスを提供していない。これには障害のある人の医療も含まれる。 
「治療のために平壌に送られたが、結局北朝鮮国内では治療不可能だった。海外で治療を受けるために自由に移動することは不可能だった（…）。 [北朝鮮国内での治療を]待てば待つほど、私の病状を治すのは難しくなっただろう。」[footnoteRef:24] [24:  2017年に脱北したカン・グクチョル（Kang Kook-cheol）氏の証言。2024年、PSCOREによるインタビュー。] 

　サニーピクチャーズ（2023年）の調査報告書によると、多くの障害のある人は補助器具が高価で入手困難なため、それなしで生活している[footnoteRef:25]。これにより、移動補助具を必要とする障害のある人が普通の生活を送ることは不可能となっている。さらに、手術などの医療処置は一般市民には高すぎる。  [25:  「障害認識調査報告書：北朝鮮住民は障害のある人をどう認識しているか。94事例からの洞察」、サニーピクチャーズ。(2023)。] 

「多くの障害のある人は治療を受ける手段がなく、結局、腕やその他の負傷した身体の一部を切断することになる」[footnoteRef:26] [26:  2023年に脱北した30歳前後の女性の証言。2025年6月、PSCOREによるインタビュー。] 

　政府が障害のある人のニーズへの関心を高めたことは一度もないと報告されている。これには生活環境の改善と社会的認知促進策の両方が含まれる[footnoteRef:27]。 [27:  2023年に脱北した30歳前後の女性の証言。2025年6月、PSCOREによるインタビュー。] 

[bookmark: _gv38ceftnz0x]3.3.2.　COVID-19パンデミックへの対応
　COVID-19パンデミックは医療システムの欠損部（gap）を露呈しただけでなく、医療を受けられない障害のある人の生活に直接的な影響を与えた。ある北朝鮮脱北者は、パンデミック中の紛争激化が障害のある人の数の増加につながったと報告している。
「COVID-19パンデミックは全てを変え、障害のある人の状況を悪化させた。殺害や傷害が増加し、多くの身体的変形を引き起こした。」[footnoteRef:28] [28:  2023年に脱北した30歳前後の女性の証言。2025年6月、PSCOREによるインタビュー。] 

[bookmark: _qsggte1rdgfh]
3.4.　相当な生活水準と社会的保障（第28条）
　北朝鮮は、障害のある人が適切な生活水準を享受し、生活条件を継続的に改善する権利を認めている。しかし、食糧・衣類・住居へのアクセスを改善する効果的な措置が不足しているため、障害者コミュニティは特に深刻な影響を受けている。 
[bookmark: _bg26jybchb08]3.4.1.　社会的な進歩
　北朝鮮は2024年に委員会に対し、兵役中に障害を負った人は優遇措置を受けると回答した[footnoteRef:29]。しかし、証言によれば、給付へのアクセスは依然として限定的であり、国家への忠誠心の証明が条件となっている。 [29:  CRPD/C/PRK/RQ/1、パラグラフ217-218.] 

「福祉など存在せず、障害のある人への理解も教育も支援体制も皆無だと知った時…片手で生きていけるはずがないと絶望した。」[footnoteRef:30] [30:  2002年に脱北したチャン・ジョンウォン（Jang Jong-won）氏の証言。2024年、PSCOREによるインタビュー。] 

北朝鮮脱北者は、名誉ある退役軍人でさえ社会的な地位向上が不可能だと頻繁に報告している。平壌にある工場や病院は、障害のある成人のリハビリテーションを受け入れるとして知られる、ただひとつの施設である。補助器具は高価で入手困難である。さらに障害のある人には、公務員や軍隊など特定の職業からの排除という問題が存在する。
「未来がないから死にたいと思った。北朝鮮では障害があると公務員にもなれないし、軍隊にも入れない。どんなに狭い将来の道さえも閉ざされている。」[footnoteRef:31] [31:  2006年に脱北したチ・ソンホ（Ji Seong-ho　池 成浩）氏の証言。2024年、PSCOREによるインタビュー。] 

　この社会的保護の欠如は、平等と非差別に関する第5条にも違反し、障害のある人が都市と農村の分断を乗り越えて、専門的なネットワークと繋がることを妨げている。低身長症の事例では、ある北朝鮮脱北者が2023年に、「彼らを絶滅させるため」に200～300人の低身長症の人が送られた隔離地域を見たと報告している[footnoteRef:32]。 [32:  2024年に脱北した40歳前後の男性の証言。2025年6月、PSCOREによるインタビュー。] 

[bookmark: _3xaadt7dl2yy]3.4.2.　適切な住居
　北朝鮮は、障害のある人とその居住権に関する規定が、各種法律に含まれていると指摘している[footnoteRef:33]。しかし、障害のある子どもとその家族への体系的な支援の欠如が、障害のある子どもの遺棄率の高さにつながっていると報告されている。ある脱北者は、幼い頃に石炭を拾い集めている最中に負傷した後、遺棄されたと証言している。 [33:  CRPD/C/PRK/RQ/1、パラグラフ148.] 

「北朝鮮で幼少期に貨物列車事故に遭い、［左膝蓋骨と左手首］を切断した。（…）北朝鮮政府が食糧配給を提供しなかったので、生き延びるために列車から石炭を盗むことが多かった。私と同じ境遇の子どもは多く、彼らは『コッチェビ（kkotchebi　浮浪児）』と呼ばれていた。私も元コッチェビだ。」[footnoteRef:34] [34:  2006年に脱北したチ・ソンホ（Ji Seong-ho　池 成浩）氏の証言。2024年、PSCOREによるインタビュー。] 

　家を出た子どもは飢餓や暴行に遭い、低体温症で命を落とす子も多い。 
「コッチェビは事故や劣悪な生活環境で障害を負うことが多い。平壌では彼らを排除する動きがある」[footnoteRef:35] [35:  2023年に脱北した30歳前後の女性の証言。2025年6月、PSCOREによるインタビュー。] 

　障害を理由に捨てられるか、劣悪な生活環境のせいで障害を負うか。いずれにせよ、こうした状況は子どもや障害のある人に対する社会的保護が極めて低いことを如実に示している。
3.4.3.　食糧へのアクセス
　名誉退役軍人と捨て子たちは、飢饉期に特に深刻な影響を受けると報告されている。ある北朝鮮脱北者は、正規雇用に就いていない障害のある人は、国家の標準食糧配給量の半分以下しか受け取れないと証言している。 
「労働者には700グラム、高校生には500グラム、中学生には400グラムの食糧配給が支給される。障害のある人は働けないためわずか300グラムしか食べられない。」[footnoteRef:36] [36:  2006年に脱北したチ・ソンホ氏の証言。2024年、PSCOREによるインタビュー。] 

　さらに北朝鮮は、2024年普遍的定期審査サイクルの勧告130.143を拒否した。この勧告は「障害のある人などの社会的に阻害された（marginalized）集団に対する教育の強化と栄養不良への対応」を目的としていた。これは条約第25条（健康）と第28条（相当な生活水準と社会的保障）に直接矛盾する。
[bookmark: _cooh0ie11k23]
4.　北朝鮮に対する提言
　障害政策で、よりインクルーシブで権利に基づくアプローチを確保するため、北朝鮮政府は政府機関、非政府組織、障害者権利擁護団体、国際関係者の協力を積極的に促進し、障害のある人のニーズと権利を効果的に解決すべきである。PSCOREは北朝鮮政府に対し、以下の提言を実施するよう要請する。 
　搾取、暴力及び虐待からの自由に関する第16条に関連し、PSCOREは北朝鮮政府に対し以下を要請する：
● 障害のある人の強制移住を停止する。とくに、隔離を目的とした低身長症の人の遠隔地への強制移住を停止する。 
● 障害のある人に関する現行労働法を遵守する。障害のある人は異なる方法で業務を遂行する場合があるが、職場における明確かつ一貫した規制は罰則よりも効果的である。過重労働や搾取につながる形で罰せられることがないようにするため、確立された公平な生産基準を、障害のある人に対して適用する。
● 障害に対する包括的かつジェンダーに基づくアプローチを採用する。家庭内暴力や性的暴力への対応として、障害のある女性の支援サービスへのアクセスを拡大する。妊娠に関する教育と医療サービスを提供する。
● あらゆる種類の障害と社会生活での立場を反映した社会啓発キャンペーンを実施する。主要な関係者や目標を明確にした構造化された計画を策定し、全国的に積極的かつ頻繁にこの社会啓発キャンペーンを実行する。
　教育に関する第24条に関連し、我々は北朝鮮政府に対し以下を要請する：
● 障害に関する医療的・社会的・法的側面を通常の学校カリキュラムに組み込む。障害に対する社会的認識の向上は、積極的な接触と人間の多様性の受容から始まるという立場を採用する。 
● 障害のある人の教育機会を拡大する。障害のある人の教育が小学校で終わらず、大学入試・大学・職場まで継続されることを保証する。障害のある人が教育機会を通じてのみならず、社会の指導者・管理職となることを可能とする。そのため、政府機関での就職を可能にする技能を障害のある人に教えるべきである。
　健康に関する第25条に関連し、我々は北朝鮮政府に対し以下を要請する：
● 障害のある人の海外医療サービスへのアクセスを許可する。障害のある人の医療処置には急ぐ必要のある場合や、最高水準のケアを必要とするものがある。国内で適切な医療処置が実施できない場合、十分な医療サービスを受けるための北朝鮮国外への一時的な渡航を許可する。あるいは、国外の医療関係者の北朝鮮入国を許可すること。
● COVID-19パンデミックが障害のある人にもたらした影響を把握するため、人口調査を実施する。大規模災害や経済的変遷は、社会での障害の増加を招く可能性がある。新たな障害のある人の人口動態を把握する調査によって、正確な国家的対応が可能になる。この調査を実施する際には、国際基準を満たす統計を作成するため、国際社会との十分な協議と協力が必要である。 
　最後に、障害者権利条約の包括的実施を確保するため、北朝鮮政府に対し以下を要請する：
● 障害者の権利に関する特別報告者を再度招請し、政府の進捗状況を評価させるとともに、今後の政策について助言を求める。平壌以外の地域への移動を促進するため、北朝鮮は制限のない移動を許可し、積極的に可能にしなければならない。
● 北朝鮮がまだ締結国になっていない「障害者権利条約の選択議定書」を批准する。

（翻訳・佐藤久夫、岡本 明）
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